
昭和 51年 6月20:8

0健康なからだをつくり、
高い教養を身?とつける

2期
1期

環境をととのえ、健全な子供の育成につとめる。

郷土の芸術を育て、文化財を大切にする。

(大洲市民憲章)
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〆5月末日現在、
38.'469人(俊民基本台帳)

4 、による ' 

18，378人前月比 +21
20，0'91入 +25
10，570世帯 +22 
240.93平方キロメートル

市

広

(1) 

市の人口

男

女

世帯数

面 積

行

集
7月の納税

農

業

基

盤

づ

く

り

網
を
完
摘
し
ま
す
。
と
の
事
業
に
よ
っ

て
当
市
で
は
九
百
戸
の
農
家
が
利
益
を

受
け
る
と
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
今
年
か
ら
六
か
年
の
計
画
で
進

め
、
総
事
業
費
は
百
五
!
?
三
億
円
。
事

業
口
援
に
よ
っ
て
新
し
く
約
二
十
億
円

の
生
産
が
猶
え
る
見
込
み
で
す
。

今
秋
H

五
郎
団
地

H
H

着
工

し
、
あ
わ
せ
て
農
道
を
中
心
に
農
村
環
同
事
業
の
手
は
じ
め
に
、
市
内
五
郎

団
地
の
十
五
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
秋
ご

境
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い

ろ
に
着
工
す
る
予
定
で
す
。
二
月
一
平

で
す
。事

業
の
計
画
は
、
大
洲
市
と
喜
多
郡
五
日
に
農
家
代
表
に
よ
っ
て
今
後
の
進

内
子
町
・
五
十
崎
町
・
河
辺
村
に
ま
た
め
方
を
話
し
合
い
、
つ
づ
い
て
一
一
一
月
七
〉

が
る
中
山
照
地
帯
の
平
三
百
七
十
へ
夕
日
に
は
受
益
者
の
総
会
を
行
い
、
実
施

タ
ー
ル
の
山
林
を
対
象
に
、
千
十
ヘ
ク
母
体
と
な
る
推
進
萎
員
会
を
設
置
す
る

タ
ー
ル
(
当
市
は
六
百
二
ヘ
ク
タ
ー
な
ど
、
地
元
の
推
進
保
制
が
で
き
て
お

ル
)
の
農
地
を
造
成
、
周
辺
の
既
耕
地
り
ま
す
・

百
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
画
獲
理
を
行
っ
そ
の
後
導
入
作
目
、
造
成
工
法
、
墓

て
機
械
化
農
業
へ
の
条
件
を
整
備
し
ま
地
移
転
な
ど
の
具
体
的
な
検
討
を
し
て

す
・
ま
た
畑
地
か
ん
が
い
は
、
肱
川
を
お
り
、
さ
ら
に
、
土
壌
調
査
の
ボ
1
D

は
じ
め
、
そ
の
支
流
の
小
田
川
・
河
辺
ン
グ
や
現
地
測
量
な
ど
の
設
計
準
備
も

川
の
九
か
所
か
ら
ポ
ン
プ
揚
水
し
て
、
建
設
事
業
所
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て

い
ま
す
・

新
レ
い
農
地
と
既
耕
地
に
ス
プ
D
Yク

ま
た
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
着
ヱ
予

一ブ
1
か
ん
水
を
レ
ま
す
・
定
の
多
田
地
区
(
峠
・
岩
黒
団
地
)
、

道
路
計
画
と
し
て
は
、
現
在
の
主
要
上
須
戒
地
区
(
松
久
保
団
地
)
、
平
野

道
路
か
ら
一
造
成
地
に
い
た
る
総
延
長
九
地
区
(
大
戸
谷
団
地
)
に
つ
い
て
も
順

十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
・
支
線
次
地
元
体
制
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

(
幅
四
I
五
・
五
メ
ー
ト
ル
)
の
農
道
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

--AUK-sce--司、‘.号、
k
・ミ
5
・・
Z
E
-司ミ‘，司
h
h
g
s・2
=・司、
k
・ヨぷ
S・・‘
EP--垣正
-
E、... Z
正・型
E
・明、
h
h
s
E‘.
S正・塁、
=
-
s正
-SEe-=s-EB--司、

式

を

行

い

ま

レ

た

。

成

人

病

シ

リ

ー

ズ

凶

旧
施
設
は
昭
和
二
年
に
建
築
さ
れ
た
士

H
3
3
'
υ

古
い
施
設
で
あ
り
、
ま
た
、
い
た
み
も

F
I
-
-
d
'

ひ
ど
く
、
整
備
に
つ
い
て
の
検
討
を
す

4

た

ば

す
め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
十
月
に
着

工
の
運
び
と
な
り
以
来
約
半
年
間
で
完

成
し
た
も
の
で
す
。

新
し
い
診
療
所
は
、
国
庫
補
関
金
な

ど
、
干
三
百
九
+
万
五
千
円
の
事
業
費

で
、
鉄
筋
コ
シ
ク
D
1ト
造
り
一
一
階

建
、
広
さ
約
百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、

診
療
室
の
ほ
か
処
置
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

室
1

薬
局
兼
事
務
室
、
保
健
相
談
室
な

ど
が
あ
り
医
師
住
宅
も
併
設
し
て
あ
り

ま
す
.

大
洲
市
は
、
健
康
都
市
を
雲
冨
す
る

な
ど
、
市
民
の
健
康
で
明
る
い
生
活
を

め
ざ
し
て
、
保
健
衛
生
の
向
上
、
へ
き

地
に
お
貯
る
住
民
の
健
康
促
進
と
医
療

の
確
保
な
ど
種
々
対
策
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
診
療
所
医
師
の
不
足
か
ら
当

菌
、
上
須
戒
診
療
所
で
は
、
八
多
喜
町

の
菊
原
医
師
に
お
願
い
し
て
週
二
回
の

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
・

地
減
住
民
か
ら
も
、
同
医
師
の
厚
意

に
感
謝
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

な
お
診
療
所
建
設
に
当
た
り
、
国
民

年
金
書
立
金
還
元
融
資
七
百
万
円
を
受

粉
ま
し
た
岬
h

'
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室長主

同
事
業
所
は
、
す
で
に
三
月
一
日
か

ら
大
洲
出
旭
町
に
仮
事
務
所
を
開
設
、

黒
田
所
長
ほ
か
九
人
の
職
員
が
準
備
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
開

所
式
に
よ
っ
て
事
業
が
本
格
的
に
推
進

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
日
は
開
所
式
に
先
だ
ち
、
仮
事

務
所
で
能
登
中
国
四
国
農
政
局
次
長
、

村
上
市
長
ら
の
手
に
よ
っ
て
新
し
い
宥

板
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
市

民
会
館
に
地
元
国
会
議
員
、
知
事
代
理

ほ
か
の
来
賓
を
迎
え
、
関
係
市
町
村

長
、
地
域
代
表
者
ら
約
二
百
人
が
出
席

し
て
盛
大
に
開
所
式
が
行
わ
れ
、
事
業

の
ス
タ
ー
ト
を
拘
い
事
業
推
進
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
年
々
農
業
所
得
の
伸
び

な
や
み
に
よ
っ
て
兼
業
化
が
進
み
、
と

く
に
若
年
層
の
都
市
へ
の
流
出
な
ど
か

ら
、
過
疎
化
現
象
が
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
乙
の
現
象
を
く
い
止
め
る

た
め
新
レ
く
農
地
を
造
成
し
て
、
桑
-

な
し
・
た
ば
乙
な
ど
の
作
目
を
集
団
的

に
栽
埼
レ
て
、
経
営
規
模
の
拡
大
と
生

産
性
を
高
め
る
乙
と
に
よ
り
、
農
業
所

得
の
向
上
と
自
立
経
営
農
家
を
育
成

P
、
量
言
E
d自
EEd呂
田
町
田
、
富
田
同
盟
国
主
卓
自

=Ed---EEdE盟
国
史
認
同
盟
国
戸
、
言
問

E
E昌
冨
冨

k
d盟国
E
E言
語
、
」
冨

E
-
E，

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
、
金
を
つ

か
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
げ
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
・

大
洲
市
と
内
子
・
五
+
崎
・
河
辺
の

ニ
か
町
村
に
ま
た
が
る
中
山
間
一
地
掃
に

新
し
い
農
地
を
造
成
し
、
あ
わ
せ
て
生

活
環
境
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
国
営
総

合
農
地
開
発
事
業
「
中
国
四
国
農
政
局

大
開
喜
多
開
拓
建
設
事
業
所
」
の
開
所

式
が
、
一
六
月
二
日
午
前
+
時
半
か
ら
大

洲
市
民
会
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た

7
月
1
日
は

国
民
安
全
一
の
日

所

課

国
民
の
日
常
生
活
を
脅
か
す
か
F
通
事

故
、
労
働
災
害
、
火
災
、
水
難
、
自
然

災
害
な
ど
は
、
私
た
ち
の
身
近
広
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

突
如
と
し
て
発
生
す
る
悲
惨
な
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
毎
年
七
月
一
日

を
「
国
民
安
全
の
日
」
と
定
め
、
園
、

県
、
市
、
各
種
安
全
団
体
、
事
業
主
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
安
全
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
私
た
ち
も
、
ま
た
一
人

一
人
が
し
っ
か
り
と
し
た
安
全
意
識
を

身
に
つ
防
、
安
全
で
楽
し
い
生
活
を
営

む
た
め
、
乙
の
日
を
中
必
に
市
民
総
ぐ

る
み
の
安
全
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
は
、
最
近

交
通
事
故
の
み
な
ら
ず
、
火
災
、
水
難

プ
ロ
パ
シ
汐
ス
な
ど
に
よ
る
災
害
に
遭

役

報

洲

爾

大

企

発

編

遇
す
る
危
険
が
一
杯
で
す
。

「
国
民
安
全
の
日
」
を
機
会
に
家
庭

職
場
、
学
校
な
ど
日
常
生
活
の
環
境
が

安
全
で
あ
る
か
ど
う
か
、
も
う
{
度
ふ

り
か
え
り
、
交
通
安
全
、
労
働
安
全
、

火
災
予
防
な
ど
一
生
活
の
す
べ
て
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
・

本
年
度
は
特
に
「
安
全
は
ま
ず
家
庭

か
ら
」
を
ス
ロ
;
ガ
ン
に
家
庭
に
お
げ

る
安
全
点
検
の
励
行
を
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
と
老
人
の
安
全
確
保
を
第
一

に
、
生
活
環
境
、
交
通
安
全
、
学
校
安

全
、
防
火
対
策
な
ど
安
全
確
保
に
十
分

注
意
し
て
、
悲
惨
な
事
故
を
防
止
し
て

幸
せ
な
家
庭
と
豊
か
な
郷
土
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

大洲喜多開花建設事業所関所式風景

新
し
い
公

職
選
挙
法
で

は
、
選
挙
区

内
の
人
に
寄

付
す
る
乙
と

は
、
全
面
的

に
禁
止
さ
れ

ま
レ
た
。

ま
た
、
有

権
者
も
、
政

治
家
や
候
補

者
な
ど
に
、

お
祭
り
な
ど

の
寄
付
、
お

酒
、
お
葬
式

の
香
典
、
花

輪
、
供
花
な

ど
を
求
め
る
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
・

清
潔
な
政
治
家
を
育
て
る
よ
う
に
、

有
権
箸
も
ゆ
が
貯
ま
し
ょ
う
・

上

須

戒

に

近
代
的
な
診
療
所
完
成

改
築
を
す
す
め
て
い
た
上
須
戒
診
療
前
十
時
半
か
ら
、
問
診
療
所
で
村
上
市

所
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
五
月
十
八
日
午
長
や
地
元
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
落
成

縮
減
泌
総
黙
…

大

洲

市

指

定

史

跡

武

田

敬

孝

・

成

章

兄

弟

生

誕

地

所

在

地

大

洲

市

中

村

所

有

者

武

田

ノ

フ

と

こ

完成 し た 上 須 戒 診 療 所

皆
さ
ん
の
耳
に
「
肺
が
ん
」
と
い
う

一
言
葉
が
な
じ
む
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
だ

+
年
ぐ
ら
い
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
関
心
は
急
速
に
高
ま
っ
て
来
て
い

ま
す
。そ

の
主
一
な
理
由
と
し
て
は
、

一
、
肺
か
ん
が
世
界
的
に
増
加
し
て
お

り
、
と
と
に
わ
が
国
で
は
、
昭
和
二

+
五
年
ご
ろ
に
比
べ
る
と
、
男
女
と

も
約
六
倍
の
増
加
で
憂
慮
さ
れ
て
い

る。
二
、
た
ぱ
乙
と
大
気
汚
染
が
肺
が
ん
の

発
生
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

一
二
、
診
断
及
び
治
療
が
急
速
に
発
展
し

た
こ
と
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

肺
が
ん
の
真
の
原
因
は
不
明
で
あ
り

確
実
な
予
防
方
法
は
現
在
の
と
と
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
苛
大
気
汚
染
な
ど
の

公
害
は
個
人
だ
け
の
力
で
は
、
な
か
な

か
防
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

た
ば
ζ
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
志
に

か
か
っ
て
い
ま
す
a

禁
煙
で
き
な
い
ま

で
も
、
吸
う
盤
を
田
明
コ
ダ
ょ
う
必
が
山
U

武田敬孝・成章兄弟生誕地

大
洲
市
中
村
四
一
一
(
西
縄
地
区
)

に
、
杉
の
生
け
が
き
に
閉
ま
れ
た
平
屋

建
て
、
か
わ
ら
ぶ
き
で
、
音
の
お
も
か

げ
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え
て
い
ま
す
。

兄
敬
孝

(
1ゆ
き
た
か
)
は
、
文
政

三
年
(
一
八
二
O
)
に
生
ま
れ
、
早
く

か
ら
明
倫
堂
で
学
び
二
十
歳
で
病
父
の

行
動
と
し
て
江
戸
で
勤
務
す
る
と
と
一

年
、
そ
の
照
江
芦
の
権
威
者
の
門
を
た

た
き
、
研
さ
ん
に
励
み
ま
レ
た
。

帰
務
後
、
常
磐
井
厳
支
先
生
の
門
に

入
り
、
神
道
・
国
学
・
史
学
を
修
め
、

尊
王
の
気
慨
に
接
レ
て
大
一
識
に
生
き
る

決
意
を
固
め
、
兵
学
の
長
田
m
流
・
山
鹿

流
・
源
家
育
法
な
ど
の
奥
義
存
一
極
め
ま

し
た
.

そ
の
後
、
明
倫
堂
教
授
・
藩
侯
の
侍

講
、
長
・
土
・
芸
州
使
者
と
し
て
の
外

交
の
大
役
を
果
た
レ
、
幕
末
騎
然
の
中

で
大
刑
務
の
進
む
遣
を
よ
く
洞
察
し
て

王
政
復
古
を
促
進
さ
せ
た
乙
と
は
、
先

ま
し
ょ
う
.

結
核
の
レ
ン
ト
ゲ
シ
検
診
か
ら
、
肺

が
ん
が
発
見
さ
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
す

年
一
回
の
結
核
検
診
を
忘
れ
ず
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

相
談
ご
と
案
内

ホ
ト
通
事
故
相
談
日

と

き

7
月
ロ
日
叩
時

t
m時

7
月
初
日

H
H

と
と
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

人
権
相
談
日

と

き

7
月
ロ
白
日
時
I
M時

と
と
ろ
旧
大
淵
n
公
会
堂
内

社
ム
耳
福
祉
協
議
会
事
務
室

必
配
ご
と
相
談
日

と

き

7
月
1
日

日

時

t
M時

7
月
ロ
日

F

7
月
初
日

M
H

7
月
初
日

P

と
乙
ろ
旧
大
洲
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

家
庭
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

8
時
半

t
げ
時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
ロ
時

ま
で
、
目
隠
目
、
祝
日
は

休
み
ま
す
。

と
乙
ろ
市
福
祉
事
務
所

行
政
相
談
日

と

き

毎

日

9
時
t
M時

た
だ
し
、
月
曜
日
は
休
み

ま
す
・

と
こ
ろ
市
民
会
館

不
動
産
相
談
日

と
き
毎
月
何
回

叩
時

t
m時

生
の
英
知
と
努
力
に
負
う
と
と
が
符
に

大
き
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

弟
成
章
(
!
な
り
あ
き
)
は
文
政
十

年
(
一
八
二
七
)
生
ま
れ
、
明
倫
堂
・

大
阪
の
緒
方
洪
庵
塾
・
江
戸
の
伊
東
玄

朴
塾
・
佐
久
間
象
山
塾
で
学
び
、
蘭
学

及
び
津
式
兵
術
を
習
得
し
ま
し
た
・

幕
府
は
西
洋
新
知
識
を
持
つ
当
時
二

半
七
歳
の
先
生
を
登
用
し
て
外
冠

(
1

ζ
う
)
に
備
え
ま
し
た
。
現
在
国
の
狩

別
史
跡
と
な
っ
て
い
る
函
館
豆
稜
郭
の

製
造
を
は
じ
め
溶
鉱
炉
・
弁
天
岬
砲
百
円
口

.
神
戸
和
田
岬
砲
舌
な
ど
の
突
進
や
大

酌
製
造
に
も
当
た
り
ま
し
た
。

成
章
は
近
世
技
術
史
並
び
に
技
術
教

育
史
上
、
不
滅
の
人
物
で
あ
る
と
と
も

に
大
洲
の
産
ん
だ
日
本
の
先
覚
者
と
し

て
わ
た
し
た
ち
市
民
の
務
り
で
あ
り
ま

す
.

(
市
教
育
委
員
会
)

と
と
ろ

宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
洲
支
部
(
大
開
市
若
宮

愛
媛
相
互
銀
行
大
洲
支
庖

横
)

ー
新
刊
図
書
案
内

l

重
要
文
化
財
M
(毎
日
新
聞
社
編
)

旅
の
こ
と
ろ
(
藤
毅
彰
英
)

房
総
と
水
郷
筑
綬
(
山
本
位
介
)

明
治
文
学
全
集

ω
(村
上
浪
六
)

日
本
料
理
天
門
(
江
上
ト
ミ
)

が
ん
じ
が
ら
め
下
(
花
登
僅
)

復
讐
す
る
は
我
に
あ
り
上
・
下

(
佐
々
木
隆
三
)

女

の

橋

(

芝

木

好

子

)

空
海
の
風
景
下
(
司
馬
遼
太
郎
)

ど
く
と
る
マ
シ
ポ
ウ
追
想
記

m地

社

夫

)

刑
事
コ
ロ
ン
ボ
辺

(
リ
シ
ク
・
レ
ピ
シ

y
y
)

戦
後
秘
史
6

(

大
森
実
)

蒋
介
石
秘
録
7
(サ
シ
ケ
イ
新
聞
社

小
住
宅
の
庭
(
吉
田
徳
治
)

あ
ね
さ
ま
人
形
(
エ
キ
グ
チ
ク
ニ
オ

6
月
幻
日

7
月
4
日

〆
日
目ぽ

開
お
日

診
療
時
間

中
央
病
院
④
4
5
5
1

M

M

M

H

 

M

H

U

H

 

8
時
半

t
U時
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"EE--凶
自
国
盟
国
昌
吉
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凶
口
口
EmM自
立
富
田
園
圃
ggEEaaa盟
国
魁

Z
E
E圃
E
E冒
圏
直

静
観
土
曜
曜
講
虚
血
開
設

=
生
涯
教
育
の
一
つ
と
し
て
叶
県
民
教

一
養
土
隠
諮
問
民
」
を
次
の
と
お
り
開
設
い

晶
炉
一
た
し
ま
す
e

畠

F
一
激
レ
く
移
り
変
わ
る
世
の
中
に
、
ょ

a

一
り
よ
く
適
凶
し
て
豊
か
に
生
き
て
い
く

も
叫
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分

一
の
主
活
課
何
一
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

一
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
乙
の
諸
民
は
、
土
曜
日
の
午
後
開
設

一
し
ま
す
。
訪
い
合
っ
て
受
講
し
て
く
だ

一
さ
い
。

一
一
、
講
座
内
容
及
び
講
師
(
敬
称
略
)

一
大
洲
地
方
の
郷
土
史
小
西
定
行

L
Y

一

俳

画

・

川

柳

米

沢

五

郎

主

一

花

づ

く

り

是

沢

一

節

4
一
二
、
開
設
場
所

4
一
中
央
公
民
館
(
大
洲
本
町
一
)

2
一
三
、
開
設
期
間

血
涼
一
七
月
一
日
か
ら
!
?
二
月
二
十
主
日
ま

一
で
、
一
ニ
講
践
と
も
土
曜
日
の
午
後
二

一
時
か
ら
四
時
ま
で
、
毎
月
一
回
程
度

一
開
設
レ
ま
す
。

一
四
、
募
集
人
員

一
三
諮
問
K

と
も
五
十
人

一
五
、
申
し
込
み
矧
限

一
六
月
一
一
一
十
日

六
、
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

電

話

回

1
一
一
一
一
一

七
、
主
催
者

大
洲
市
教
育
委
員
会

八
教
管
内
地
教
委
連
合
会

愛
媛
県
教
育
委
員
会

ダ
イ

}lo 

3 

ン

事

業

所

大
洲
電
報
電
話
局
で
は
、
利
肝
有
に

正
レ
く
電
話
を
か
け
て
も
ら
う
た
め
昭

和
五
十
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
の

問
、
ダ
イ
ヤ
ル
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
レ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果

を
と
り
ま
と
め
、
ダ
イ
ヤ
ル
ミ
ス
の
少

な
い
八
事
業
所
の
入
賞
を
決
定
し
ま
し

た
c

と
れ
は
大
洲
市
内
か
ら
五
+
八
事

業
所
を
選
ぴ
一
週
間

t
二
週
間
程
度
、

監
査
装
置
に
接
抗
し
て
、
ダ
イ
ヤ
ル
の

し
か
た
な
ど
に
つ
い
て
調
査
レ
た
も
の

で
す
。調

査
の
内
谷
は
「
ダ
イ
ヤ
ル
の
途
中

!
開
幕

川面にゆれるか が り 火

六
月
一
日
、
制
到
来
の
雨
も
午
後
は
晴

れ
て
、
う
か
い
創
業
二
宇
周
年
の
開
幕

を
記
念
す
る
に
ふ
さ
わ
レ
い
日
和
と
な

り
、
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
、
日
「
一

1

ス
乗
船
場
に
関
係
者
汀
七
十
一
一
一
人
が
集

ま
っ
て
厳
か
な
中
に
も
川
崎
大
に
閉
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
宮
に
よ
り
祭
事
執
行
。
一
一

O
B

閣
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
成
羽
と
遊
覧
船
の

安
全
運
行
が
祈
願
さ
れ
、
森
永
観
光
協

会
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
村
上
市
長
外
の

祝
南
の
あ
と
、
午
後
六
時
、
五
十
隻
の

遊
覧
船
が
い
っ
せ
い
に
俸
を
離
れ
、
川

面
に
映
る
四
囲
の
緑
と
夕
日
を
追
っ
て

一
路
肱
川
下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

タ
や
み
せ
ま
る
こ
ろ
、
紅
ち
ょ
ろ
ち

ん
を
つ
け
た
船
中
は
宴
た
け
な
わ
。
や

が
て

C
コ
ー
ス
上
流
で
三
笠
の
う
舶
に

か
が
り
火
が
点
火
さ
れ
、
い
よ
い
よ
う

か
い
シ
ョ
!
の
一
間
推
。
一
ニ
コ

1
ス
一
二
船

団
に
編
成
さ
れ
た
遊
覧
船
が
、
γ

つ
船
を

抱
く
よ
う
に
レ
て
川
を
走
る
。
前
回
来

の
雨
で
若
干
の
一
濁
水
だ
か
魚
は
豊
富
。

水
中
に
も
ぐ
っ
て
あ
ゆ
を
追
い
、
ぐ
わ

え
て
は
水
上
に
顔
を
出
し
得
意
満
面
、

一
%
の
拍
手
に
天
下
一
の
表
情
。

:-vっ
か

い
は
最
高
潮
に
達
レ
ま
し
た
。

午
後
八
時
半
、
う
か
い
開
き
を
祈
う

花
火
大
会
が
は
一
じ
ま
る
。
夜
空
を
と
が

す
大
輸
の
花
火
、
堤
防
に
集
っ
た
末
観

衆
、
そ
し
て
紅
ち
ょ
う
ち
ん
を
つ
け
た

遊
覧
船
が
川
聞
に
ゆ
れ
る
光
摂
は
、
創

業
二
十
何
年
を
抑
え
大
洲
の
夏
の
行
事

と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
「
っ
か
い
」

の
今
後
の
発
展
を
強
く
印
象
づ
け
た
開

幕
式
で
レ
た
。

ム
、
γ
歯
の
予
防
は

母

親

第
九
回
歯
を
守
る
運
動
研
究
窒
京

六
月
一
一
百
午
後
一
時
か
ら
、
大
洲
市
農

協
会
館
で
、
関
係
機
関
間
体
の
折
品
作
者

な
ど
約
三
百
一
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。乙

の
研
究
集
会
は
、
大
洲
喜
多
歯
を

守
る
、
運
動
を
す
す
め
る
会
(
河
内
悌
治

郎
会
長
)
が
、
歯
科
疾
患
の
予
防
対
策

を
す
す
め
る
た
め
、
旭
区
組
織
の
連
携

を
強
め
、
そ
の
実
践
方
法
を
研
究
レ
、

地
以
活
動
の
推
込
九
役
立
て
る
と
と
も

に
歯
の
衛
生
に
関
す
る
正
レ
い
知
識
を

カま

入)~

で
中
止
し
た
も
の
」
、
「
ダ
イ
ヤ
ル
の

同
し
万
不
良
」
、
「
無
立
百
時
間
中
に
電

話
を
切
る
つ
つ
応
答
前
に
電
話
を
切

る
」
な
ど
が
}
重
点
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

ダ
イ
ヤ
ル
ミ
ス
率
が
六

t
八
パ
ー
セ
ン

ト
を
什
格
と
し
入
賞
者
を
決
定
し
ま
し

た。
入
賞
事
業
所
は
次
の
と
お
り
。

ム
大
洲
税
務
署
、
ム
阿
何
事
務
所
大
洲
出

張
所
土
地
改
良
謀
、
ム
岡
山
川
作
業
謀
、
ム

国
鉄
パ
ス
大
洲
営
葉
所
、
ム
近
藤
日
一
服

倍
、
今
ジ
大
洲
庖
、
ム
大
洲
市
立
中

央
公
民
館
、
ム
ピ
ジ
ホ
ス
ホ
テ
ル
大
洲

の

自

覚

か

り

普
及
徹
底
し
て
、
住
民
の
健
康
の
増
進

を
は
か
ろ
う
と
、
毎
年
一
回
開
い
亡
い

る
も
の
で
す
。

研
究
集
会
は
、
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ

と
荷
動
報
告
、
続
い
て
「
ム
シ
歯
の
予

防
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
、
県
歯
科
医

師
会
常
務
理
事
須
之
内
一
一
得
二
医
附
の
講

演
に
移
り
ま
し
た
。

母
子
保
健
シ
リ
ー

(8) 

グ
思
し
，
t
N
P

母
子
保
健
の
立
場
か
ら

風
疹

(
1レ
ん
)
は
、
「
三
日
は
し

か
」
と
呼
ば
れ
る
よ
っ
に
、
軽
い
小
児

伝
染
病
で
す
が
、
妊
婦
が
、
妊
娠
初
期

に
か
か
る
と
、
半
ま
れ
て
く
る
子
供
に

心
臓
奇
形
ゃ
、
円
内
向
、
鳴
力
障
害
な

ど
の
先
天
異
常
を
お
と
す
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
長
近
狩
に
注
目
さ
れ
る
よ
v
つ

に
な
り
ま
レ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
母

子
保
健
の
立
場
か
ら
風
疹
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

。
風
ゅ
の
主
な
症
状

発
以
:
本
人
が
気
づ
か
な
い
符
度

の
こ
と
や
、
三
ト
九
度
を
こ

え
る
一
司
熱
の
場
合
も
あ
り
ま

発
疹

(
1レ
ん
)
:
・
・
示
い
ぷ
つ
一
ぶ

つ
が
発
熱
と
同
時
に
全
弓
に

現
わ
れ
、
一
一
一

H
ぐ
ら
い
で
き

え
ま
す
。
少
し
か
ゆ
い
と
と

も
あ
り
ま
す
。

常
一
向
内
容
は
、
ム
シ
粛
は
人
の
一
健
康

を
阻
む
大
き
な
文
明
病
の
一
つ
で
あ

り
、
峨
後
、
砂
糖
消
費
量
の
飛
躍
的
な

増
大
は
、
日
本
人
の
粛
を
著
し
く
む
し

ぼ
ん
で
き
た
。

ム
シ
品
聞
は
、
乳
児
の
こ
ろ
か
ら
進
行

す
る
の
で
、
ま
ず
母
親
の
自
覚
と
努
力

に
よ
っ
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ム
シ
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
は
乳

を
飲
ま
す
努
力
を
す
る
こ
と
や
、
約
分

の
多
い
お
や
つ
類
を
与
え
な
い
工
夫
、

D
ン
パ
節
暖
脹
(
!
し
ゅ
l
)
:
:
・

体
の
あ
ち
こ
ち
狩
に
首
の
う

レ
ろ
の
リ
ン
パ
郎
(
グ
リ
一
グ

リ
)
が
は
れ
ま
す
一
。

成
人
の
場
合
;
:
:
一
般
に
子
供
よ
り

症
状
が
重
く
、
ひ
ざ
な
ど
の

関
節
が
一
痛
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
@

。
風
疹
の
病
原
体

宣口
市川
U

ず
刊
ペ

U
W
 

うど後パ
乙なかのラ l 要

の が 大 歯 ン E 否
あし切みス司 ~r
とまでがの!問
、しあきと V 牛
たるのれ h

子。と励た回
供 、行食 1
の 母と事 4
む 観習を i新生児期

の慣と自紫斑病
歯 自づる 1
を覚け、』
作 をな食 1

ら
な
い
た
め
に
」
の
一
ア
l
マ
で
、
シ
ン

ウ
イ
ル
ス
に
主
忍
な
の
で
、
気
道

感
染
(
せ
き
o

だ
え
き
な
ど
)
レ
ま

一

3
0
病
伏
期

発
疹
を
目
印
と
し
た
潜
伏
期
は
十

四
日
か
ら
二
十
円
日
ぐ
ち
い
で
す
。

発
病
前
か
ら
咽
頭
(
い
ん

1
)
に川崎

伏
レ
て
い
る
ワ
イ
ル
ス
か
ら
一
山
染
し

ま
す
。
従
っ
て
忠
弘
明
の
隔
離
に
よ
っ

て
流
行
を
中
断
さ
せ
る
と
と
は
凶
雑

で
す
。

O
風
疹
に
よ
る
先
じ
へ
司
、
引
の
あ
ら
わ
れ

つノ

妊
似
一
か
月
以
門
の
婦
人
が
風
疹

に
か
か
っ
た
場
介
、
先
だ
障
害
児

童

を

生

む

危

険

率

は

約

自

五

O
パ
ー
セ
ン
ト
だ
と

闘
い
わ
れ
ま
す
。
=
一
か
月

一

以

内

で

も

約

一

己

パ

!

ぺ

ぞ

ジ

ト

の

危

険

半

が

あ

る
と
い
う
己
と
で
す
。

た
だ
、
妊
娠
後
期
に

入
れ
ば
、
胤
疹
に
か
か

っ
て
も
先
又
障
害
児
を

生
む
お
そ
れ
は
な
い
と

ポ
デ
ワ
ム
が
あ
り
、
母
親
代
表
四
人
か

ら
、
家
族
ぐ
る
み
で
ム
シ
荷
予
防
に
効

県
を
あ
げ
て
い
る
な
ど
の
、
事
例
発
表

が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
四
時
半
ご

ろ
閉
会
し
ま
し
た
。

果
樹
基
本
統
計
調
査
実
施
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全
農
家
を
対
象
と
し
て
は
初
め
て
の

昭
和
五
十
一
年
果
樹
活
水
祈
計
調
む
か

七
月
一
日
、
全
国
い
「
せ
い
に
い
え
阪
大
一

れ
ま
す
。

今
日
の
果
樹
農
業
は
、
果
実
の
種
類

に
七
フ
て
は
生
産
過
剰
に
よ
る
価
絡
の

累
然
、
人
手
不
足
や
諮
経
費
の
高
騰
に

よ
る
生
皮
質
の
上
昇
並
び
に
外
国
産
果

呪
と
の
政
争
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
問
題

が
発
生
レ
て
、
大
き
な
転
換
期
に
立
っ

て
お
り
ま
す
。

農
林
省
で
は
、
果
関
嬰
以
来
の
近
代
化

を
推
し
進
め
る
に
は
、
一
て
の
実
態
を
よ

く
調
べ
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
尽
、
体
的

な
施
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
と
の
た
び
の
調
査
を
行
う
と
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
内
の
対
象
農
家
波
法
的
二
千
百
宵

で
、
七
十
九
人
の
調
査
員
が
果
樹
農
家

を
訪
問
し
て
、
明
聞
き
取
り
の
方
法
で
経

営
の
状
況
、
果
樹
の
栽
培
状
況
、
出
荷

な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
認
杏
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
果
実
牛
一
昨
の
計
倒

的
か
つ
安
定
的
な
拡
大
と
果
樹
経
営
の

改
正
式
を
図
る
た
め
の
市
慌
に
反
映
し
、

そ
れ
が
県
樹
農
業
の
恨
刊
に
役
斗
ち
、

ひ
い
て
は
県
間
住
友
の
利
益
に
も
結
び

つ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
は
、
統
計
資
料
を

作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

税
金
な
ど
の
資
料
に
は
絶
対
使
川
町
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
伺
人
の
和
市
市

は
法
律
に
よ
っ
て
開
く
守
ろ
れ
て
お
り

ま
す
。
以
上
を
と
珂
解
い
た
だ
台
収
剥

肖
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
果
樹
農
家

の
方
並
び
に
調
査
員
の
格
別
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。lζ 

語t

六
月
五
日
、
市
内
新
谷
局
消
印
の
差

い
わ
れ
て
い
ま
す

O
免
疫
に
つ
い
て

妊
婦
が
風
疹
煎
者
に
接
触
し
た
場

合
、
妊
婦
本
人
が
す
で
に
折
怖
を
も

っ
て
い
れ
ば
、
発
一
摘
も
せ
ず
胎
児
に

異
常
の
お
こ
る
必
配
は
あ
り
ま
せ
ん

因
る
の
は
角
川
院
が
あ
る
か
ど
う
か
不

明
の
と
き
で
す
。

抗
体
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

採
血
を
レ
た
時
期
と
抗
体
の
一
品
さ
に

よ
っ
て
、
初
感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る

か
ど
う
か
、
つ
ま
り
、
胎
児
に
奇
形

発
生
の
危
険
が
あ
る
か
ど
う
一
か
の
判

断
を
、
更
に
-
山
崎
い
確
不
で
く
だ
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

妊
婦
、
既
婚
者
及
び
未
婚
の
方
で

風
疹
に
コ
刊
で
の
免
疫
が
あ
る
か
ど

う
か
、
作
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
衛

宇
山
川
究
所
で
検
査
が
で
き
ま
す
の
で

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
相
談
日

毎
週
火
曜
日
午
前
九
時
か
ら
ド
時

半
ま
で
。

検
査
料
、
七
百
円
で
す
。

し
出
し
人
が
記
入
さ
れ
て
な
い
郵
便
が

社
会
福
社
協
議
会
に
届
き
、
開
封
し
て

見
る
と
、
見
初
レ
い
一
万
円
札
二
枚
と

手
紙
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

手
紙
に
は
、
「
若
い
う
ち
に
何
か
、

社
会
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
私
に
は
行
動
力
も
な
ぐ
、

一
人
で
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
こ
れ
ぐ

ら
い
で
す
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
町
民

お
は
し
す
る
こ
と
も
恥
ず
か
し
く
て
で

き
ま
せ
ん
が
、
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。
」
と
書
い
て
あ
り
ま
レ
た
。

手
紙
に
、
行
動
力
が
な
い
と
書
い
て

あ
り
ま
レ
た
が
、
ど
う
し
て
ど
う
し
て

あ
な
た
の
行
為
は
、
社
会
を
山
る
く
す

る
立
派
な
乙
と
で
寸
ロ

し
ま
す
と
と
も
に
、
一
一
万
吋
は
、
ま
ご

こ
ろ
銀
行
に
受
げ
一
人
れ
、
社
会
福
祉
向

上
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

k
rき
ま

す。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

青
少
年

v

に
母
の

愛
を

第
二
十
六
日
社
会
を
明
る
く
す
る
出

動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

期
間

7
月
1
円
か
ら
7
月
幻
円
ま
で

一
審
多
池
医
院
や
か
司
会

喜
多
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

国
家
公
務
員
初

級
試
験

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
高
等
学

校
空
業
科
目
況
の
国
家
R

公
務
員
初
級
試
験

を
宍
服
レ
ま
す
。

o
f交
付
川
山

七
月
十
二
日
か
ら
七
月
二
十
一
日

主
ご
σ

。
マ
一
脈
賢
一
私

昭
和
二
半
八
何
十
凹
月
二
日
(
判
明
務

は
昭
和
一
一
干
一
年
四
同
一

H
)
か
ら

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
円
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
。

。
募
集
蛾
霞

行
政
事
務
A
c
B、
郵
政
事
芯
A

B
、
税
務
、
電
気
、
機
械
、
土
木
、

建
築
、
化
学
、
農
業
、
農
業
七
水
、

林
業
。

O

沼
一
次
試
験

半
月
一
一
一
日
(
日
曜
は
)
、
愛
妓
県

で
は
松
山
市
、
宇
和
島
市
で
実
施
。

一
り
一
申
し
込
み
用
紙
請
求
及
び
向
い
合

わ
せ
先

千
七
六
O

高
松
市
松
島
町
一

丁
目
一
七
ノ
一
二
三

人
事
院
四
国
弔
務
吋
ー

電
話
O
八
七
八
=
二

1
四
七
六
十
i

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
宿
祉
事
業

の
た
め
に
役
立
て
て
く
行
さ
い
と
、
ま

ご
こ
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
机
申
レ
L

し
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
)

十
万
円

大
洲
市
刊
日
山
口

二
十
万
円

大
洲
市
主
多
山

金
一
封

大
洲
市
大
洲

一一一冶円
大
洲
市
存
資

仲
間
武
夫

木
村
昭
博

松
本
手
義

一
台
本
一
千
代
隆

離
婚
後
も
婚
姻
中
の

氏
を
名
の
る
こ
と
が

で
き
ま
す

こ
の
ほ
ど
民
法
の
一
一
怖
が
改
正
さ
れ

六
円
十
六
円
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

婚
矧
の
と
き
氏
を
改
め
た
人
は
、
離

恨
州
事
}
し
て
も
離
婚
後
三
か
月
以
内
に
、

一
戸
籍
法
の
定
め
る
届
出
を
す
れ
ば
、
婚

捌
中
に
祢
レ
て
い
た
氏
房
一
市
ゆ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
一
一
一
か
月
以

内
(
本
年
三
月
十
五
日
以
降
)
に
際
婚

し
た
人
で
、
す
で
に
婚
姻
前
の
一
氏
に
も

ど
っ
て
い
る
人
も
、
本
年
九
月
十
五
日

ま
で
に
届
出
を
す
れ
ば
、
治
相
巾
に
称

し
て
い
た
氏
を
再
び
称
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

詐
レ
い
こ
と
は
、
市
民
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

狩

習

舎

の

お
知
ら
せ

問
和
五
十
一

が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で

該
当
者
は
受
講
レ
て
く
円
だ
さ
い
。

諮
問
会
の
日
程
は
、
経
験
者
は
七
月

九
日
、
市
民
会
館
、
初
必
者
は
七
月
十

三
日
、
市
民
会
館
、
ー
ヤ
四
日
、
肱
川
五

郎
大
橋
下
の
両
日
、
時
間
は
い
ず
れ
も

申
し
訳
し
一
み
そ
の
他
詳
し
い
と
と
は
、

猟
友
会
ま
た
は
八
幡
浜
口
問
事
務
所
大
洲

出
張
所
林
業
課
(
四
1
四
一
一
ニ
一
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
記
簿
の
閲
覧
や
謄

抄
本
の
請
求
は
地
番

を
よ
く
確
か
め
て

登
記
所
(
法
務
局
の
登
記
課
及
空
文

局
・
出
張
所
)
で
は
、
れ
旦
記
簿
を
備
え

不
動
産
(
土
地
・
建
物
)
の
羽
況
や
、

権
利
関
係
の
変
動
を
記
殺
し
て
お
り
ま

す。
乙
の
登
記
簿
は
、
訴
で
も
手
毅
料
を

納
め
て
、
利
害
関
係
が
あ
る
部
分
を
閲

ま
た
謄

持
定
の
i
州
自
民
約
に
つ
い
て
、
所
有
者

四
l
濯
や
ほ
当
擦
な
ど
他
人
の
権
利
が

つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
の
権
利
の

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
な

ど
を
、
容
易
に
知
る
ζ
と
が
で
き
お
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
と
ろ
で
、
皆
さ
ん
が
つ
一
記
/
f
d

を
関

白
な
ど
さ
れ
る
と
き
は
、
↓
こ
れ
一
小
刻
印

の
所
在
、
地
番
を
よ
く
調
査
し
て
閲
覧

申
請
書
に
王
レ
く
す
山
入
ず
る
こ
と
が
必

要
で
す

J

。
そ
れ
ば
、
登
記
待
が
土
地
の

地
需
川
に

J

編
成
さ
れ
て
お
り
、
地
蓄
に

、
ぶ
っ
て
さ
が
し
川
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
一
い
つ
で
す
。

登
記
所
の
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
う

ち
、
誤
っ
て
、
住
居
表
示
の
番
号
を
記

載
す
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
住
居
表
示

の
番
号
で
は
政
記
簿
を
さ
が
し
だ
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
何
志
し
て
く
だ

さ
い
。


